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哀 悼

相澤宏邦先生  東 北争丙嚇

判抗18年 4月 11日近曳 事年73才。束京都出身 (昭

和9年 1月 13日生)

今は亡き相澤宏邦先iの ご霊前に謹んで哀悼の言葉を

捧げま坑

去る四月十一日夜、あまりにも突然に逝去されました。

言葉では言い尽くせない悲しい結末に、私はとまどい、

ただ荘然とするばかりで坑 ご家族、ご親族の方々のお

悲しみは、い力寸すかりかとお慰めの言葉もありませスち

先生はRl和弘年3月、東北大学医学部を卒業後直ちに

大学院、文部教官を経て昭和40年 4月 常 城県立名取病

院 (現「宮城県精神医療センターJ)1‐tHfし 、医療局長、

目Ⅲ院長として22年間病院と地域医療に熱心に取り組みま

した。特に精神障害者のツハビツや地域医療福祉活動で

は 全 国的にも高い評価を受けた、立派な業績を挙げま

した その後、昭和62年 には、宮城県中央児童相談所兼

精神保健福れLセンター所長として行政の立場から尽力 さ

れました。平成 9年 には、全国精神保健福祉センター長

会会長として、厚生省公衆衛生審議 委員にも舶として

おりま汽 平成 】I年 4月特定医療法人東北会東北会病院

院長に就任され、民間病院医療に努力なさると共に、宮

城則青神掬控福祉協会会長、宮城県犯罪被告音支援セン

ター会長や県 仙 台市の審議会、審査会の委員など多く

の役職を勤めてこられました。これらの業績に対して、

知1事 厚 生大臣表彰と県警本部長表彰の栄誉に浴されま

した。先生は宮城県の精神医療掬整福祉の領域で常に指

導青としての期待される存在でした。

そうした多にの中 T4t13年 ごろから疲力きを訴える

ことが多くなり、剤 易癌が発見され摘出手術を受けられ

ました。その後、入退院を繰り返しましたが 病 状好ほ

せず 腸 管からの大畳出血により命を縮めることになり

ました。

先生は測軍なお人柄で 卓 絶した学識、適格な判断力と

実行力の持ち主であり、常に頼りがいのある先生でした。

先生は持ち前の情熱と指導力で、私たちを導きくださり

時年10月には相澤会長の下で日本嗜癖行動学会を開催

することができました。さらに、今年の 6月 には日本ア

ルコール関連問題学会、12月には日本子ども虐待防工学

会という二つの大きな学会が相澤先生を大会長として仙

台で開催されることになっておりました。それらの成功

を先生にお見せすることができず、残念でしようがあり

ません。残された私たちでやり遂げ、ご霊前に報告させ

ていただきたいと思いま丸

最後になりますが、先生のこれまでのご指導蜘 撻に

深く感謝中し_Lげるとともに、先生のご冥福を心からお

祈り申し上げ、お別れの言葉といたしま坑

東北会病院  石 川 達



産業プロックの設立と今後の行動計画について

今年度の第囲回仙台大会から、産業プロックがスタ
ー

トしま抗 立ち上げの自■者として、ご挨拶と今回の経

緯および今後の活動目的を学会員の皆様方にご紹介させ

て頂きま坑

昨年、慶磨大学力藤 真三先生からご連絡を頂き、学会

の将来検討委員会に、私がオブザーバーとして出席致し

ました その席で、樋日進事務局長を始め各委員の先生

方のご意向を伺い、また、私からも産業ほとしての問題

提起をさせて頂き、アルコールの 1次 ケアの場として、

職域は大変に重要であるとの意見がまとまりました。そ

の後、樋口先生と私、もう1名 アデコの産業医である魔

尚典先生の 3名 で会合を持ち、具体的な会の方向付け、

メ選 を始めました。そして、4月 14日の拡扶孫滋 ・】報

検討委員会に九り‖地区から産業匹科大学精神科の中村純

先生、関西地区から大阪ガス産業医の岡田邦夫先生、東

海北陸地区から三菱重工産業医の石川浩二先生、関東甲

信越地区から、黄先生、三菱東京 UFJ銀 行産業医の大野

明彦先生と私が参カロして、委員会で産業ブロックをご承

認頂き、今回の正式なスター トとなつた訳で曳 以上の

経緯から、私がまず、産業プロックの代表を務めさせて

頂きますが、事務局の自■者としては、早くから職域の

アルヨー/1/問題に詳しい療先生にお願い致しました。そ

の他、あと敏名の方々を幹事として考えておりま丸 ど

う力喧 しく搬 しま坑

スタート時点の、大きな課題としては、プロックとし

ての学会内の位置付け、活動目的と方向付けの提示、産

業保健職合の自云と思いま曳 そのためには、現在企業

現場召勘いている産業医、産業保健スタンフにも出来る

だけ大勢ご参加頂くように、まず幹事‐同全力で取り組

みたいと思いま抗 また、いカヤこ現在の学会員の方々に

職域の問題点をご理解頂き、協力して有効な対策を打ち

出せるかが、重要な課題で坑 おそらく現会員の方々に

とつても、新鮮な知見が得られると確信しておりま抗

実は、今回お話を頂き、我々産業保健に携わつている
一
員として、大いに反省をさせられた点がありま丸 そ

れは、職成の飲酒行動は、既成事実としての認識が固ま

っており (半分は対策が不可能とのあきらめ?)、現在、

きちんとした飲酒の指導と対策を立てている企業は稀有

=菱 東京UFJ銀 行健康センター

卿 |1 孝光

という状況で丸 産業医 産 業保健職の指導も
一
nIIヒ、

マンネツ化していま曳 それ程、アタレコールは企業活動

の一環であり、日本企業もアルコールには全く党容屯

アルコール依存状態が明白になってから、慌てて当事者

へ対処しているのが実情で抗 いま、話題を提供してい

る喫煙問題とは、全く対応が異なりま丸 今後、我々も

般歳現場から強く発信をしたく、専門の方々と
一緒に勉

強して、有効な1次予防を考えたいと思いま丸 確力Wこ、

アルコールは、単に依存だけではなく、すべての生活習

慣病の発症、進展に大きな影響がありま坑 職械で、効

果あるアタレコール対策が実施されれば、従業員の健康改

善に寄与するところきわめて大であるとともに、医療経

済面でも大きなプラスが見込まれま丸

さてここで、アルコール医療を専門とされておられる

医療聴および支援の方々に、ぜひお願いしたい事項があ

りま抗 それは、マスコミでは、日本経済の景気は改善

しているとの報道が見られますが、企業現場召動いてい

る従業員の封動環境は、大変に厳しいという事実軌

就業形態の多樹 ヒ、勤務時間の変則化、ハイテク化に伴

う業務のスピード化、長時間男勘、単身出となど、職城

での健康課題は多くなっていま坑 結果として、製造現

場、事務系職場などの業務形態、あるいは管理職、
一般

職などの役職に剛系なく、共通的に労働者のストレス増

大が認められま坑 アルコール問題は、現象面だけでは

なく、この力勘環境、生活環境を踏まえて、対処、指導

をお願いしたく存じま抗

今回の産業ブロックの新設により、職成と専門施設両

者の理解、連携が
一
層進展出来ればと思いま坑 お互い

に、情報交換が出来る場として、このブロックが発展す

るように、私たち幹事も全力投球をしますので、会員の

皆様のご指導とご支援を宜しくお願い申し上げま曳 そ

して、アルコールと産業保健にご興味ある会員講氏の積

極的なご参カロと、ご提言を飲迎致しま抗



第 13回 関西乃レコール関圏剛認摯鋒炉荘夢セ課わ る 1

今年の関西アルヨール関連削理学会では、「新たなひろがりJをテーマに、一日目にプレカンファレンス・コースとして、

基礎講座やワークションプを、二日目には特別講演と7つのテーマ別の分科会を行ないました 日時:17年12月 2日lal～
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A S W 帥

ASWの この間の動きとして、事務局が充実し、理事会

が機能し、関東と関西でしか開力れてこなかった全国研

究大会が各地で開催することができるようになり、組織

全体としての広がりがみえてきたといえる。北海道に続

いて今年度は名古屋で、そして次期には東北での開催を

決定している。研究大会を各地でもつことで、地元会員

とのつながりがもち易くなり、実践交流や課題の明栖 ヒ

がはかりやすくなつてきている,し かし一方で、自立支

援法という厳しい新しい条件の中で、ASWと してどのよ

うな活動を展開していくのかを考えていく必要があると

考えられる。

1 第 如 回名古帥 究大会の開催 平成 17年 10

月の 。30日  170名

O記念シンポジウム 「アルコール問題とノーシャルワー

ク」

2 平 成 16年度三菱財団社会福祉事業の助成を受けた
「アルコ‐叫友存症リハビリテーション医療機関・

福祉施設ノーシャルワーカー全国調由

調査結果から『アルコール関連問題に関して関わつて

いるのは、専門機関に所属しているノーシャルフーカー

だけではなく、非専門機関に所属しているソーシャルワ
ーカーもであるという実構が明らお寸こされ刺 『ソーシャ

ルワーカー達が抱えている 「困ttL」 については本人の

否認・受け入れ社会復婦施設の不足 自信がもてない点

があげられた』『自己研錬やスーパービジョれ の磯

会が少ない実緒が明ら力寸こなった 』ことである。
3 卸 鱗

「ACT」 平成 17年 9月 6日  鯛  7名

基調報告 「全国調査報旬 藤田さかえ
「アルコール関連問題ノーシャルフーカー協会の活動

の変遷と紬 口 |1京子

「アルt4-ル 関連問題ノーシャルワークの始まり`現

在・展艶 窪口購

O分 科会 幡韓諸自立支援法でどうなる?J

O分 科会 「研隠困難な人を支援するとは～病院から地域
へ～J

O分 科会 「アディクションとノーシャルワーク」

O分 科会 「ホームレスの抱えるアルコぅル問題とは?」

O分 科会 「家族支援について考える～どう捉劇町をする

のカー」

「アルコーットな存症の認知行蜘

判成17年 12月 3日  141台 )34名

4 211周 年記合J珊呼の発行  鞭 行中

5 ASW通 信の発行

6 ホ ームページ 2年 を経過し1万件のアクセスがあ

つた 今後リニューアル予定

7 諸 地域の声が反映するASW体 制づくり

交流企画や硼惨企画を通じた ASW関 連ネットワー

ク・プロック制の検討

8 そ の他

文責  佐 古意利子


